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受け入れ企業 参加教員 

●「子どもたち」と「お客さま」、相手は違えど、「相手を理解し、相手の
視点で考えること」は共通するところであり、共感し学ぶところが数多
くあった。 

●まったく異なる業界で働かれている先生方ならではの、社員とは違った
目線からの考え方を知ることができ、企業側としてもこの研修を通じて
大変勉強になった。 

●これからの社会を担う子どもたちに直接関わっている先生方に、現場の
面白さ、やりがいを感じてもらい、先生方の体験を発信してもらうこと
ができると期待している。 

●企業は社会とどのように関わっているのか、企業を取り巻くステークホ
ルダーとの良好な関係を保つために何が必要か、今回の研修で学んだこ
とを少しでも教育現場で活かしていただければと思う。 

●研修後、「新しいことにチャレンジしたい」とおっしゃる先生が多かっ
たため、今回の研修をきっかけにひとつでも新たな取り組みがあれば、
研修担当者としてはこの上ない喜びだと感じた。 

●企業が日々、目的意識をもって業務に取り組んでいることを理解してい
ただき、その重要性を子どもたちにも伝えてもらいたい。 

●企業の社会的責任を伝え、そのためにどのような活動をしているのかを
理解してもらえたと思う。研修に参加された先生方を通じて、子どもた
ちにも、企業で働くことへのイメージにつながることを希望する。 

●企業としてより良いものをつくっていこうとする、モノづくりへの熱い
思いや努力、工夫、そしてお客さまを第一と考える企業理念を知ること
ができ、あらためて働くことの意義や大切さ、素晴らしさを実感した。                   

●教育の中だけで子どもを見るのではなく、「社会の一員を育てる」「日本
を担う子どもを育てる」という視点で教育を再認識できた。             

●新しい驚きの発見があり、勉強になった。未来に羽ばたく子どもたちの
視野を広げるためにも、今回学んだことを伝えていきたいと思い、これ
からも自分自身が「学ぶ」ということを実践していきたい。    

●企業としての発展を目指す中にも、環境への配慮や地域への感謝を忘れ
ず活動しているところをよく理解することができた。 

●働き方改革として「残業削減」に向けて具体的に取り組みが進んでいる
と実感でき、効果的な取り組みだと感心した。 

●強い責任感と高い安全意識をもって努力に努力を重ねていること、そう
して実現した工夫の数々を、子どもたちに伝えていきたい。                       

●「影で人々の生活を支える人たちの大切さ」を強く感じた。これからの
生活で、企業への感謝を忘れず過ごしたいと思う。そして子どもたちに
も日本のライフラインを支える人たちの存在を伝えていきたい。 

●組織力を生み出すプログラムを体験し、企業の魅力を知って、誰かに宣
伝したいという気持ちになった。 


